
 

 

ＭＩＲＡＩプログラム・2023 令和 5年度結果概要 

 

 

１． プログラム概要 

外務省では，令和５年度「対日理解促進交流プログラム」の一環として,「ＭＩＲＡＩプログラム」と

の名前で，日本の政治・社会・歴史及び外交政策に関する理解促進や日本の魅力等の積極的な発信を目的

とし,欧州・中央アジア・コーカサス地域から,将来の活躍が期待される大学生・大学院生及び若手実務者

８８名を招へいしました。また、２３名を対象にオンライン交流を実施しました。 

本プログラムでは、地域又はテーマ毎に計７グループに分けました。 

対面招へいでは, 第１グループ（西バルカン地域「平和構築」）は令和６年２月１４日から２月２０日

まで,第２グループ（外交・安全保障）は令和５年１１月１５日から１１月２１日まで, 第３グループ（経 

済・ビジネス）は令和５年１１月１５日から１１月２１日まで, 第４グループ（科学・技術）は令和６年

２月１４日から２月２０日まで, 第５グループ（環境・グリーン）は令和５年１１月１５日から１１月２

１日まで, 第６グループ（中央アジア・コーカサス地域「法の支配」）は令和６年１月１６日から１月２

２日まで, それぞれ実施しました。 

 オンライン訪日（交流）の第７グループ（文化・地方発見）では, 令和５年１０月７日（土）から１０

月２０日の間に１０日間のオンラインプログラムを実施しました。 

参加者は, 行政機関での講義の他, 企業訪問, 大学訪問, 地方訪問, 文化体験を通じ, 日本を取り巻く

国際情勢や日本の社会・経済・科学技術について理解を深めました。日程を終えた参加者からは, 今後も

日本に関心を持ち続け, またプログラムで育んだ日本との繋がりや学生交流で生まれた友情を大切にし

ていきたいとの思いも聞かれており, 帰国後にそれぞれＳＮＳやその他のメディアを通じて, 日本で学

んだことや日本の魅力等を積極的に発信しています。この様に, 本プログラムは, 国際社会における対日

イメージの向上や, 日本に対する関心を持続的に高める役割を果たしています。 

 

２． 参加国・人数及び訪問地 

第１グループ（平和構築） 

選出国 西バルカン諸国６ヵ国（国籍 ６ヵ国）,１４名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 アルバニア 2 5 モンテネグロ 1 

2 コソボ 2 6 北マケドニア 2 

3 セルビア 3  RYCO（引率・セルビア）* 1 

4 ボスニア・ヘルツェゴビナ 3    

総計 14 

  （訪問地：東京都,広島県） 

  *西バルカン地域青年協力機構（RYCO） 
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第２グループ（外交・安全保障） 

選出国 欧州１３か国（国籍１３）, １３名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 イタリア 1 8 フィンランド 1 

2 エストニア 1 9 フランス 1 

3 オーストリア 1 10 ベルギー  1 

4 スウェーデン 1 11 ラトビア 1 

5 スペイン 1 12 ルクセンブルク 1 

6 ドイツ 1 13 英国 1 

7 ハンガリー 1    

総計 13 

（訪問地：東京都） 

  *選出国ベルギーから,オランダ国籍 1 

  *選出国ルクセンブルクから,トルクメニスタン国籍 1 

 

第３グループ（経済・ビジネス） 

選出国 欧州１０ヵ国（国籍 ９ヵ国）,１０名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アンドラ 1 6 フランス 1 

2 スイス 1 7 ベルギー 1 

3 スロバキア 1 8 ポルトガル 1 

4 デンマーク 1 9 リトアニア 1 

5 ドイツ １ 10 英国 1 

総計 10 

（訪問地：東京都,山梨県） 

 

第４グループ（科学・技術） 

選出国 欧州１４ヵ国（国籍１４ヵ国）,１４名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 イタリア １ 8 フランス １ 

2 オランダ １ 9 ブルガリア １ 

3 キプロス １ 10 ベラルーシ １ 

4 ギリシャ １ 11 ポーランド １ 

5 スペイン １ 12 モルドバ １ 
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6 チェコ １ 13 ルーマニア １ 

7 ドイツ １ 14 英国 １ 

総計 14 

（訪問地：東京都,茨城県） 

*選出国フランスから,スペイン国籍 1 

 

第５グループ（環境・グリーン） 

選出国 欧州１４ヵ国（国籍 １４か国）,１４名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アイルランド 1 8 スロベニア １ 

2 アイルランド 1 9 ドイツ １ 

3 イタリア １ 10 ノルウェー １ 

4 ウクライナ １ 11 フランス １ 

5 クロアチア １ 12 マルタ １ 

6 サンマリノ 1 13 モナコ 1 

7 スペイン １ 14 英国 １ 

総計 14 

（訪問地：東京都,山梨県） 

 

第６グループ（法の支配） 

選出国 中央アジア・コーカサス地域 ８ヵ国（国籍８ヵ国）,２３名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アゼルバイジャン 1 5 キルギス 2 

2 アルメニア 2 6 ジョージア 2 

3 ウズベキスタン 2 7 タジキスタン 4 

4 カザフスタン 7 8 トルクメニスタン 3 

総計 23 

（訪問地：東京都,山梨県） 

 

第７グループ（文化・地方発見）：オンライン交流 

選出国 欧中及び中央アジア・コーカサス地域２１ヵ国（国籍２２ヵ国）,２３名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アゼルバイジャン 1 12 スロバキア 1 

2 アルバニア 1 13 セルビア 1 
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3 アンドラ 1 14 タジキスタン 1 

4 イタリア 2 15 デンマーク 1 

5 オーストリア 1 16 トルクメニスタン 1 

6 オランダ 2 17 ブルガリア １ 

7 キルギス 1 18 ベラルーシ 1 

8 コソボ 1 19 ベルギー 1 

9 サンマリノ 1 20 ラトビア 1 

10 スウェーデン 1 21 リトアニア 1 

11 スペイン 1    

総計 23 

（オンライン訪問地：沖縄県,広島県,大阪府,奈良県,静岡県,東京都,北海道） 

*選出国オランダから,スロベニア国籍 1, マルタ国籍 1,  

*上記 23名は修了要件を満たした者の人数（プレプログラム 24か国 28名、本プログラム 21

か国 25名） 

 

３． 日程 

１） プレプログラム（事前学習） 

9月 30日（土曜日）から

10月 6日（金曜日） 

動画配信 

対日理解促進交流プログラム「MIRAI」事業概要説明 

外務省講義「日本と国連」 

10月 7日（土曜日） オンライン 合同オリエンテーション 

日本理解講義、グループディスカッション 

 

２） 招へいプログラム 

第１グループ（平和構築）西バルカン地域 

2月 14日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

2月 15日（木曜日） 【テーマ関連講義】外務省講義 

【テーマ関連講義・意見交換】独立行政法人国際協力機構（JICA） 

2月 16日（金曜日） 【学校交流・講義】上智大学（四谷キャンパス） 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

東京都から広島県へ移動 

2月 17日（土曜日） 【テーマ関連講義・視察】sokoiko!広島ピースツアー 

【テーマ関連視察】広島平和記念資料館 

【日本文化体験】書道体験 

2月 18日（日曜日） 【視察】宮島 

広島県から東京都へ移動 

2月 19日（月曜日） 【視察】浅草寺 
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【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表  

2月 20日（火曜日） 本邦発 

 

第２グループ（外交・安全保障）欧州諸国 

11月 15日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

【テーマ関連講義】外務省講義 

11月 16日（木曜日） 【テーマ関連講義・視察】株式会社ラック 

【学校交流・講義】慶應義塾大学 

（講義聴講,大学・大学院生との意見交換・交流） 

11月 17日（金曜日） 【テーマ関連講義】明治大学 公共政策大学院 ガバナンス研究科

【テーマ関連講義・視察・意見交換】独立行政法人 国際協力機構

（JICA）緒方貞子平和開発研究所 

11月 18日（土曜日） 【視察】浅草寺 

【視察】六義園 

【テーマ関連視察】領土・主権展示館 

11月 19日（日曜日） 【テーマ関連視察】陸上自衛隊広報センター「りっくんランド」 

【視察・文化体験 】東京国立博物館,茶道体験 

11月 20日（月曜日） 【テーマ関連講義・意見交換】防衛省講義 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表  

11月 21日（火曜日） 本邦発 

 

第３グループ（経済・ビジネス）欧州諸国 

11月 15日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

11月 16日（木曜日） 【テーマ関連講義・視察】株式会社 TBM 

【テーマ関連視察】東証 Arrows 

【テーマ関連視察・講義】 国連大学サステイナビリティ高等研究

所（UNU-IAS） 

11月 17日（金曜日） 【学校交流・講義】一橋大学（国立キャンパス） 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

11月 18日（土曜日） 【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

【視察】北口本宮冨士浅間神社 

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター 
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11月 19日（日曜日） 【テーマ関連講義・視察】Invest Tokyo（東京都支援プログラム） 

東京開業ワンストップセンター（TOSBEC）開催セミナー,スタートア

ップハブツアー 

【日本文化体験】浴衣・茶道体験 

11月 20日（月曜日） 【テーマ関連講義・視察】浅草商店連合会,浅草 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表  

11月 21日（火曜日） 本邦発 

 

第４グループ（科学・技術）欧州諸国 

2月 14日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

2月 15日（木曜日） 【学校交流・講義】芝浦工業大学 

（ワークショップを通した大学・大学院生との意見交換・交流） 

2月 16日（金曜日） 【テーマ関連視察】パナソニックセンター東京 

【テーマ関連視察】国立研究開発法人 理化学研究所 脳神経科学研

究センター 

茨城県へ移動 

2月 17日（土曜日） 【テーマ関連視察・質疑応答】CYBERDYNE STUDIO 

【視察】茨城県立歴史館 

【日本文化体験】鎧兜,十二単試着体験（茨城県立歴史館内） 

2月 18日（日曜日） 【テーマ関連視察】筑波宇宙センター（JAXA） 

茨城県から東京都へ移動 

2月 19日（月曜日） 【日本文化体験】茶道体験 

【視察】浅草 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表  

2月 20日（火曜日） 本邦発 

 

第５グループ（環境・グリーン）欧州諸国 

11月 15日（水曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

11月 16日（木曜日） 【テーマ関連視察】株式会社ユーグレナ 

【学校交流・講義】早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科

（テーマ関連講義聴講,大学・大学院生との意見交換・交流） 

11月 17日（金曜日） 【テーマ関連視察】東芝未来科学館 
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【テーマ関連講義】国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総

合開発 

11月 18日（土曜日） 【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登録） 

【視察】北口本宮冨士浅間神社 

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター 

11月 19日（日曜日） 【視察・文化体験】東京国立博物館,茶道体験 

【視察】深川歴史資料館 

11月 20日（月曜日） 【テーマ関連講義】経済産業省 産業技術政策局 環境政策課 

【ワークショップ】報告会準備 

【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表 

11月 21日（火曜日） 本邦発 

 

第６グループ（法の支配）中央アジア・コーカサス地域 

1月 16日（火曜日） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

【テーマ関連講義】外務省講義 

1月 17日（水曜日） 【視察】東京タワー 

【学校交流・講義】慶應義塾大学 大学院 法務研究科 

（テーマ関連講義聴講,大学・大学院生との意見交換・交流） 

1月 18日（木曜日) 【テーマ関連講義・視察】西村あさひ法律事務所 

【テーマ関連講義・視察】最高裁判所 

1月 19日（金曜日)  【テーマ関連講義・視察】法務省 国際連合アジア極東犯罪防止研修

所（UNAFEI） 

1月 20日(土曜日) 【テーマ理解講義・テーマ関連講義】浅草商店連合会 

【視察】浅草寺,浅草神社,伝法院,花やしき 

【文化体験】茶道体験 

1月 21日(日曜日)  【視察】忍野八海（世界遺産構成資産）  

【視察】北口本宮冨士浅間神社  

【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産センター   

1月 22日(月曜日)  【ワークショップ】報告会準備 

【報告会】外務省 訪日成果,帰国後の活動計画発表  

本邦発 

 

３） オンライン訪日（交流）プログラム 

10月 7日（土曜日） （合同オリエンテーション）日本理解講義,グループディスカッシ

ョン 

10月 10日（火曜日） 沖縄県西表島バーチャル視察,講義,グループディスカッション 
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10月 11日（水曜日） 広島県 sokoiko! 広島ピースツアー,グループディスカッション 

10月 13日（金曜日）  大阪府バーチャル視察,講義,グループディスカッション 

10月 14日（土曜日） 日本文化体験（日本刀）,グループディスカッション 

10月 16日（月曜日）  静岡県バーチャル視察,講義,グループディスカッション 

10月 17日（火曜日）  奈良県オンライン学校交流（講義聴講,奈良国立大学機構奈良教育

大学,奈良女子大学の学生との交流） 

10月 18日（水曜日）  北海道小樽バーチャル視察,グループディスカッション 

10月 19日（木曜日） ワークショップ（報告会の準備） 

10月 20日（金曜日） オンライン訪日の成果・参加後の活動計画発表 
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４． MIRAIプログラム記録写真 

第１グループ（西バルカン諸国・平和構築） 

 

 

 

 

2 月 14 日【オリエンテーション】 2 月 15 日【テーマ関連講義】外務省 

  

2 月 15 日【テーマ関連講義・意見交換】独立行政

法人 国際効力機構（JICA） 

2 月 16 日【学校交流】上智大学（四ツ谷キャンパ

ス） 

  

2 月 17 日【テーマ関連講義・視察】「sokoiko! 広

島ピースツアー（株式会社 mint）」集合写真 

2 月 17 日【日本文化体験】書道体験（アステール

プラザ工作実習室） 

  

2 月 18 日【視察】宮島 2 月 19 日【視察】浅草寺 
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2 月 19 日【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務

大臣政務官 

2 月 19 日【報告会】訪日成果、帰国後の活動計画

発表 

 

第２グループ（外交・安全保障） 

  

11 月 15 日【テーマ関連講義】外務省ブリーフィン

グ 

11 月 16 日【テーマ関連講義・視察】株式会社ラッ

ク 

  

11 月 16 日【学校交流】慶應義塾大学 11 月 17 日【テーマ関連講義】明治大学公共政策大

学院 
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11 月 17 日【テーマ関連講義・視察・意見交換】

JICA 緒方貞子平和開発研究所 

11 月 18 日【視察】六義園 

  

11 月 18 日【テーマ関連講義】領土・主権展示館 11 月 19 日【テーマ関連視察】陸上自衛隊広報セン

ター 

  

11 月 19 日【文化体験】茶道体験 11 月 20 日【テーマ関連講義・意見交換】防衛省講

義 

 

11 月 20 日 

【報告会】外務省 

【表敬】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

（写真：外務省提供） 
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第３グループ（経済・ビジネス） 

  

11 月 15 日【来日時オリエンテーション】 11 月 16 日【テーマ関連講義・視察】（株）TBM 

  

11 月 16 日【テーマ関連視察】東証 Arrows 11 月 16 日【テーマ関連視察・講義】国連大学サステイ

ナビリティ高等研究所（UNU-IAS） 

  

11 月 17 日【学校交流】一橋大学 11 月 17 日【学校交流】一橋大学 

  

11 月 18 日【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登

録） 

11 月 18 日【視察】北口本宮冨士浅間神社 
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11 月 18 日【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産

センター 

11 月 19 日【テーマ関連講義・視察】Invest Tokyo（東

京都支援プログラム） 

  

11 月 19 日【日本文化体験】浴衣 11 月 19 日【日本文化体験】茶道 

  

11 月 20 日【テーマ関連講義・視察】浅草 11 月 20 日 

【報告会】外務省 

【表敬】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

（写真：外務省提供） 
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第４グループ 

  

2 月 14 日【オリエンテーション】来日時オリエン

テーション 

2 月 15 日【学校交流】芝浦工業大学 

  

2 月 16 日【テーマ関連視察】パナソニックセンタ

ー東京 

2 月 16 日【テーマ関連視察】国立研究開発法人 理

化学研究所 脳神経科学研究センター 

  

2 月 17 日【テーマ関連視察】サイバーダインスタ

ジオ 

2 月 17 日【日本文化体験】鎧兜、十二単試着体験

（茨城県立歴史館内） 

  

2 月 18 日【テーマ関連視察】筑波宇宙センター

（JAXA） 

2 月 19 日【日本文化体験】茶道体験（浅草茶禅に

て） 
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2 月 19 日【視察】浅草（浅草寺など） 2 月 19 日【表敬訪問】外務省 深澤 陽一 外務

大臣政務官 

 

2 月 19 日【報告会】訪日成果、帰国後の活動計画発

表 

 

第５グループ 

  

11 月 15 日【来日時オリエンテーション】 11 月 16 日【テーマ関連視察】株式会社ユーグレナ 

  

11 月 16 日【学校交流】早稲田大学大学院 環境・

エネルギー研究科 

11 月 17 日【テーマ関連視察】東芝未来科学館 
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11 月 17 日【テーマ関連講義】新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

11 月 18 日【視察】忍野八海（世界遺産構成資産） 

  

11 月 18 日【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産

センター 

11 月 19 日【文化体験】茶道体験 

 
 

11 月 19 日【視察】深川歴史資料館 11 月 20 日【テーマ関連講義】経済産業省 

 

11 月 20 日 

【報告会】外務省 

【表敬】外務省 深澤 陽一 外務大臣政務官 

（写真：外務省提供） 
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第６グループ 

  

1 月 16 日【テーマ関連講義】外務省基調講演 1 月 17 日【視察】東京タワー 

  

1 月 17 日【学校交流】慶應義塾大学院法務研究科 1 月 18 日【関連講義・視察】西村あさひ法律事務所 

          

1 月 18 日【テーマ関連講義・視察】最高裁判所 1 月 19 日【テーマ関連講義・視察】法務省 国際連合

アジア極東犯罪防止研修所（UNAFEI） 

  

1 月 20 日【テーマ関連講義】浅草商店連合会 1 月 20 日【視察】浅草寺 
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1 月 20 日【視察】伝法院 1 月 20 日【日本文化体験】茶道体験 

  
1 月 21 日【視察】忍野八海（世界遺産構成資産登録） 1 月 21 日【視察】北口本宮冨士浅間神社 

  

1 月 21 日【講義・視察】山梨県立富士山世界遺産

センター 

1 月 22 日【報告会】 

 

第７グループ 

 
 

10 月 7 日【日本理解講義】「日本との出会い」 10 月 7 日 記念撮影 
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10 月 10 日【講義・視察・交流・ホームビジット】農

家民宿「マナ」 

10 月 11 日【視察・交流】「sokoiko! 広島ピースツ

アー」 

  

10 月 13 日【視察・交流】バーチャルツアー：「関

西、大阪の魅力紹介」 

10 月 14 日【日本文化体験】バーチャルツアー：「日

本刀」 

  

10 月 16 日【講義・視察】「東アジア文化都市 2023

静岡県」 

10 月 17 日【講義・学校交流】奈良国立大学機構奈

良教育大学、奈良女子大学 

 
 

10 月 18 日【視察・交流】バーチャルツアー：「北海

道の美しい港町、小樽バーチャルツアー」 

10 月 19 日【ワークショップ】 
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10 月 20 日【報告会】 10 月 20 日【報告会】集合写真 

 

５． 参加者の感想（抜粋） 

第１グループ（西バルカン・平和構築） 

オンラインプログラム 

◆ セルビア 大学生 

プログラムすべての側面で感銘を受けましたが、特に、ステュウット・ヴァーナム-アットキンさん

の「日本との出会い」の講義が印象的でした。日本で生まれ育っていないにもかかわらず、日本の伝

統や文化など知識の奥深さには驚かされました。特に、長年収集してきたという日本の品物やお土

産のコレクションに魅了され、いつか実際に自分の目で見て、自分で収集したいと思うようになり

ました。講義をさらに楽しいものしてくれたのは、ステュウットさんのプレゼンテーションスタイ

ルです。彼の機知に富んだジョークに私は何度も笑わされ、心地よさを感じました。さらに、グルー

プ別プログラムは私にとって大切なものとなりました。MIRAI の仲間たちと出会い、期待や感想を

共有し、友情を育むことは、私がこのプログラムに参加した理由の一つだからです。私たちはソーシ

ャルメディア上でつながりましたが、訪日プログラムで直接会えることを心から楽しみにしていま

す。このプレプログラムは、MIRAI 本プログラム参加への、さらなる期待と興奮をもたらしてくれ

るものとなりました。 

招へいプログラム： 

◆ 北マケドニア 大学生 

広島訪問は感動的で多くのことを学ぶ機会になり、プログラムの中で最も印象的でした。原爆投下

から街を復興させた広島の人々の希望や意志から、強く平和を願う気持ちが伝わってきました。原

爆の被害をこの世から無くそうとする被爆者たちの思いを、私たちは大切にしなければと思います。

また、上智大学の学生との交流は活発で、日本人の学生と知り合いになることができました。カトリ

ック系の大学でありながら、ハラール料理を提供するという包摂性が印象深かったです。 

◆ モンテネグロ 社会人 

上智大学を訪問し、どのような大学か見学する機会に恵まれました。自国の学生だけでなく、外国人

学生にも門戸を開いており、ハラール料理を提供するカフェも併設している点が印象的でした。学

生と交流をして、日本で修士号をとりたいという思いが強くなりました。 
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第２グループ（外交・安全保障） 

オンラインプレプログラム 

◆ ルクセンブルグ 大学院生 

ステュウット・ヴァーナム-アットキンさんの講義と合わせたオンラインオリエンテーションでは、

日本文化の魅力と洞察的な一面を見ることができました。「日本との出会い」に関する講義は、教育

的でありながらも魅力的で、日本のダイナミックな文化、現代アート、そして今後も継承されるであ

ろう伝統について深く洞察したもので、完璧なバランスを保っていました。 

私は参加者として、日本社会に深く入り込んだ外国人の視点を通して日本の風習について探求する

という特権を得ました。彼の豊かな経験や深い専門知識は、私たちの学びの旅を豊かにしてくれま

した。講義が終わる頃までには、私は日本や日本人、日本の伝統に対する理解を深めていました。さ

らに、グループ別プログラムは私たちが互いを知り、プログラムに対する当初の考えや期待につい

て意見交換をする絶好の場となりました。日本の外交政策という同じ関心をもつ仲間と交流するこ

とは、本当に勉強になりました。 

招へいプログラム 

◆ オーストリア 大学院生 

特に印象的だったのは慶応義塾大学の学生たちとの交流でした。欧州社会に興味をもっていただけ

でなく、私たちの日本に関する質問にも快く答えてくれていました。 

このプログラムを通して、如何に欧州諸国が恵まれているかを知ることできました。日本は核を保

有している 3 ヵ国に囲まれ、特定の国が威圧し上空をミサイルが飛ぶ状況を日本人がどのように受

け止めているかを私は想像もできません。 

このような状況下で日本が冷静に平和的外交を続けているのには目を見張るものがあると思います。

（もちろん正しいことであると理解しています） 

◆ ドイツ 大学院生 

慶応義塾大学で学生たちと会い、気軽に話すことができて良かったです。JICA のプログラムも強く

印象に残っています。人間の安全保障について多く学べただけでなく、欧州諸国における人間の安

全保障についても知ることができました。 

また、特によかったのが領土・主権展示館でした。日本が、中国とロシアが日本の領土に対して主権

を訴えている状況下にあるということを今回の訪問で初めて知りました。 

◆ スペイン 大学院生 

特に印象に残っているのは、詳細にまで配慮して、プログラム全体が構成されていることでした。特

定のプログラムでは、慶応義塾大学での講義と学生たちとの交流が印象に残っています。講師陣が

素晴らしく、豊富な知識とご経験があり、どのような質問にも丁寧に答えて下さいました。学生たち

も素晴らしく、知り合えてよかったです。お互いの SNS も交換しました。 

 

第３グループ 

オンラインプログラム 

◆ ベルギー 大学生 

日本に関するとても正確で重要な情報を伝えていただいたことが印象に残っています。ステュウッ



 

22 

 

ト・ヴァーナム-アットキンさんが教えてくれた細かなこと、特に日本のお箸の歴史や招き猫、お米

を計る小さな計量器の話が気に入りました。このような細かなことが、日本では違いを生み出しま

す。グループ別プログラムの交流は、お互いのことや自分たちの生活について詳しく話をすること

ができ、とても素晴らしい時間になりました。 

招へいプログラム 

◆ イギリス 大学生 

浴衣や茶道などの日本文化体験はとても印象的でした。日本の伝統文化について学び、自分たちで

も試すことができたのは、とても魅力的な体験でした。一橋大学への訪問もとても印象的で、一流の

教授から学び、日本の学生と知り合うことができたのは素晴らしい経験でした。 

◆ ポルトガル 大学院生 

TBM はとても興味深く、彼らの革新的な製品やビジネス戦略について学ぶことができてよかったで

す。TBM のスタッフが、ヨーロッパでどのように製品を使うことができるか、私たちの意見を聞い

てくれ、一緒に議論してくれたことがとても嬉しかったです。TBM がポルトガルの会社と連絡をと

っていることも嬉しかったです。 

◆ リトアニア 社会人 

最も心に残った瞬間をいくつか挙げるとすれば、茶道、外務省訪問、TBM、証券取引所、インベスト

東京、浴衣体験でしょうか。また、富士山と山梨県を訪れ、その過去と未来の課題を知ったことは、

息をのむような体験でした。 

 

第４グループ（科学・技術） 

オンラインプログラム 

◆ イタリア 大学院生 

ステュウット・ヴァーナム-アットキンさんの講義に本当に魅了されました。印象的な日本文化につ

いて多くの見識を共有してくれました。外国人であるにも関わらず長年日本に住み、日本のコミュ

ニティに深く溶け込んでいることを感じました。これは、日本人の開放性と素晴らしいホスピタリ

ティを表しています。日本文化について、さらに多くのことを学ぶのが楽しみです。第４グループの

同窓生との交流の時間では、同窓生の中には、既に日本語や日本文化に精通している人がいること

がわかりました。私のように、日本の世界に初めて出会った人もいます。これは私たちにとって、日

本の素晴らしさを探究することにおいて互いがサポートし合い強固な協力関係を作る上で理想的な

機会になりました。 

招へいプログラム 

◆ オランダ 大学院生 

日本の人々、企業、研究機関のもてなしはとても印象的でした。心から歓迎されていると感じまし

た。さらに、日本は科学分野において素晴らしい研究機関と資金援助があり、研究において最先端に

いる国です。最後に、宇宙計画は本当に広範で大規模だと思います。彼らはこれまでにないミッショ

ンを遂行しており、それを経験できるのは驚くべきことです。 

◆ ルーマニア 大学院生 

芝浦工業大学（SIT）訪問は、私にとって最も印象的でした。現地の学生とディスカッションをした
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り、彼らが現在開発している最新のテクノロジーを試したりすることができたからです。それ以上

に、キャンパスそのものが本当に印象的で、さまざまな科学とテクノロジーが融合しているところ

が本当に素晴らしかったです。情報学と神経生物学を組み合わせることで、より良い生活のための

製品を生み出すことを考案でき、バイオテクノロジストとして、国際経験の中で最高のものとなり

ました。 

◆ イタリア 大学院生 

日本が研究活動に充てる資源の多さに非常に感銘を受けました。芝浦工業大学には、社会問題の解

決に大きく影響するプロジェクトに焦点を当て、約 20 の活発な研究室があります。世界から学び、

世界に貢献する。それこそが研究するということなのです。 

また、JAXAの訪問はただただ素晴らしいものでした。運用管制室を見ることができたことは、今で

も信じられなく、幸運な機会でした。 

 

第５グループ（環境・グリーン） 

オンラインプログラム 

◆ スロベニア 大学院生 

ステュウット・ヴァーナム-アットキン氏の「日本との出会い」の講義には、いい意味での驚きがあ

りました。逸話や日本の文化的な物を例に挙げながら、私たちを楽しませ、日本文化に親しみやすく

するために最善を尽くしてくれました。講義はとても魅力的で、他の MIRAI プログラム同窓生達か

ら最後に興味深い質問が投げかけられていました。それに加えて、グループ別プログラムのディス

カッションはとても良く、私たちのグループでは互いを知り、訪日する前にソーシャルメディアを

通して繋がることもできました。 

招へいプログラム 

◆ ドイツ 大学生 

2日目は早稲田大学を訪問しました。日本の若者や文化を知る良い機会だったと思っています。 

3 日目は東芝未来科学館に行きました。ヨーロッパにはこのような参加型の博物館はあまりないの

で、参加者全員が大変興奮していました。 

4 日目は、この一週間のハイライトのひとつで、富士山周辺に行き、日本の美しい自然を体験しまし

た。日本について知る機会を持てたことにとても感謝しています。 

◆ 英国 大学生 

抹茶体験は最高でした。 

私はこのプログラムのすべての経験を本当に満喫しました。環境とグリーン（NEDO やユーグレナ

など）をテーマにした学習体験と、茶道や様々な文化施設（神社など）、博物館などの文化体験のバ

ランスが絶妙でした。一番のハイライトは山梨県訪問で、一日都会から離れ自然がそのまま残され

た風景を見ることができたのは素晴らしかったです。 

◆ マルタ 大学院生 

天然のバイオ素材から高品質の燃料を生産するユーグレナ実証プラントに感銘を受けました。もう

ひとつ印象に残っているのは、早稲田大学で留学生を含む学生たちと交流です。学生たちの環境に

対する考え方など、貴重な意見を聞くことができました。 
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第６ループ（中央アジア・コーカサス、法の支配） 

オンラインプログラム 

◆ タジキスタン 大学生 

秋山真理さんのスピーチは有益であっただけではなく刺激的で、日本と我々の国の関係の重要

性に光を当て、様々な分野において協調の必要性を強調するものでした。私は、ステュウット・

ヴァーナム-アットキンさんの「日本との出会い」の講義を楽しみました。講義では、日本独自

の伝統や、豊かな文化遺産への魅力的な洞察が得られました。ヴァーナム-アットキンさんの幅

広い知識や、日本に対する情熱は、プレゼンテーション全体を通して伝えられました。彼は、茶

道、日本の四季、書道のような伝統芸術、そして日常生活における和の大切さなど、日本文化の

様々な側面を巧みに紹介してくれました。MIRAI 同窓生間のグループ別プログラムでは、全員

が積極的に参加することができました。私たちは、考えを共有し、質問をし、ディスカッション

をする機会を得ました。これは、テーマに対する理解を深めるだけではなく、コミュニケーショ

ンスキルを高めることでもありました。私たちは、連絡先を交換し、ソーシャルメディアでつな

がりました。 

招へいプログラム 

◆ ジョージア 大学生 

MIRAIプログラムで最も印象的だったのは、UNAFEIの訪問でした。ジョージア出身の公共政策

に携わる若手専門家として、UNAFEIの活動を知ることはとても印象に残りました。刑事司法に

おける国際協力と能力開発に対する彼らの取り組みを見学し、刺激を受けました。訪問中に共有

された知見は強い関心を抱かせ、私は UNAFEI の任務に携わりたいと思うようになりました。

今回の経験は、今後の私のキャリアにおいて、UNAFEIで働きたいという願望を確固たるものに

なりました。 

◆ カザフスタン 社会人 

プログラムの中で、印象に残ったことが幾つかあります。 

1. 慶應義塾大学の校舎、雰囲気や歴史など  

個人的には、慶應義塾大学は、学生のための環境とアカデミック・リソース（学問的資源）の面

で、ヨーロッパの大学と肩を並べる大学であると思います。 

西村あさひ法律事務所から聞いた話では、慶應義塾大学大学院法務研究科の卒業生は法曹界で

非常に有望な人材になるとのことでした。 

特に、財産法に関する講義は、諸外国、特に日本の民法に基づく制度がどのように機能している

のかを知る上で非常に興味深いものでした。 

2. 西村あさひ法律事務所について 

西村あさひ法律事務所では、競争法・国際投資法に関する講義を受けました。私は顧問弁護士事

務所で働いた経験があるので、競争法・国際投資法に携わった西村あさひ法律事務所の弁護士の

方々の真摯な仕事ぶりに強い感銘を受けました。 

3. 山梨県立富士山世界遺産センターについて 

富士山がやっとその姿を現し、素晴らしい思い出となりました。（雪で）キャンセルになる可能
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性がありましたが、このセンターに訪問することができ、感謝の気持ちでいっぱいです。 

◆ タジキスタン 大学生 

MIRAI プログラムに参加して外務省を訪問したことは、忘れられない経験となりました。国際

関係への理解が深まっただけでなく、外交に対する情熱に火がつきました。このような素晴らし

い機会を与えていただいたおかげで、今後、外交官としてキャリアを積んでいきたいと思うよう

になったことは間違いありません。 

◆ トルクメニスタン 大学生 

このプログラムを通じて、素晴らしい経験をし、日本滞在を楽しむことができました。私は異な

る視点から日本を探索しました。プログラムの中で学んだことは、法の支配に関するものでし

た。 

印象的だったプログラムは以下になります。 

1. 外務省での中央アジアとコーカサスに関する基調講演 

2. 東京タワー 

3. 慶應義塾大学 

4. 西村あさひ法律事務所での国際競争法に関する講義 

5. 最高裁判所の訪問で、日本の司法制度における裁判員制度や最高裁判所の建物のデザインにつ

いて学びました 

6. UNAFEIの訪問、UNAFEIの活動、及び国際司法センター 

7. 浅草の訪問は興奮に満ち、忘れられない瞬間でした。日本庭園の美しさに感動しました。 

8. 富士山世界遺産センターは、日本の最も有名な観光スポットを見るのに最適な場所でした。 

このプログラムから得た経験を同僚と共有する予定です。 

 

第７グループ（オンライン：文化・地方発見） 

◆ オーストリア 大学院生 

ヴァーナム-アットキンさんのプレゼンテーションでは、日本文化のさまざまな側面について、多く

の情報を提供して下さったことがとても印象に残りました。また、時間の経過がとても速く感じる

ほどの楽しい時間を過ごさせていただき、関係者の皆様に感謝します。特に印象的だったことを二

点挙げるとすれば、それは日本女性の伝統的な美しさのイメージと、それがどのように変化してき

たか（お歯黒！) ということ、そして偉大な北斎の力士の絵においては、今日の取組と比べて体の動

きがとても躍動的に描かれているかということです。 

◆ リトアニア 大学生 

個人的には 2 つ挙げたいと思います。1 つ目は西表島と小樽市のバーチャルツアーです。驚いたのは

ライブ中継だったことです。すっかり魅了されました。得る情報量が全く違います。ライブ中継での

視聴は、細部にまで気づくことが出来て感動します。2 つのライブツアーは素晴らしかったです。2

つ目は静岡プログラムです。NPO のプロジェクトから大きなヒントをもらいました。自国でも似た

ような課題に直面しています。NPO が取り組んでいますが、ご紹介いただいた活動から、個人とし

ての関わり方についてアイデアをいただきました。 

◆ キルギス 大学院生 
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印象的だった交流体験は、奈良の学生との交流です。多くの観光客を魅了する神聖な場所の建築やデ

ザインプランについてディスカッションをしました。 

また、このプログラムで最も印象的だったのは、小樽市へのインタラクティブな旅行と奈良の古代遺

跡の研究でした。これらは現代日本に古い生活様式が生きているという二重性の観点から日本の文化

と歴史を明らかにしました。ステュウット・ヴァーナム-アットキン氏の講義も、古い日本の伝統の研

究の一環として非常に有益であり、今の日本に反映されていることが分かりました。 
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６． 参加者の SNSでの発信内容（抜粋） 

第１グループ（西バルカン・平和構築） 

 

2024 年 2 月 22 日（LinkedIn）北アルバニア 

MIRAI プログラムで私は人生を変えるような経験をしまし

た。素晴らしいもてなし、優しさ、豊かな文化、比類のない美

しさ、一瞬たりとて忘れることができません。忙しく人々が

行き交う東京、歴史の街広島、息をのむほどの美しさを湛え

た宮島の思い出が私の胸に去来します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 2 月 23 日（LinkedIn）コソボ 

西バルカン諸国と日本の文化交流、平和構築を目的とした

MIRAI プログラムについて記述します。平和構築と和解につ

いて意義深い話し合いをする一方、日本の豊かな文化に触れ

ることができました。外務省や JICA での講義の後、私たちは

痛ましい歴史を刻んだ広島平和記念公園を訪れました。そこ

で、平和を希求するには対話と相手への理解が必要であるこ

とが痛いほど理解できました。暗い歴史を刻んだ公園に佇む

と、亡き人々の平和への願いが迫ってくるようで、謙虚な気

持ちになりました。広島の人々の精神的強さを目の当たりに

し、平和に向かって皆で努力する必要性に気付かされました。 

上智大学では意義深い意見交換の機会をいただき感謝しま

す。書道の体験も平和構築の旅に芸術的な一面を添えてくれ

ました。 

宮島の静謐な美しさの一方、浅草は活気に満ちており、そう

した違いがうまく調和しているのだと思いました。このプロ

グラムに参加してみて平和の大切さ、それを実現するために

は継続的な他者への理解、共感、協力が必要だとわかりまし

た。 
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第２グループ（外交・安全保障） 

 

 

2023 年 11 月 19 日（Facebook 等）ハンガリー 

明日は防衛省訪問と報告会があり、これですべての

プログラムが終了となります。 

これほど疲れたのは、いつのことだったか思い出せ

ません。話す気力もないくらいですが、それほど価値

ある滞在だったことは間違いありません。このプロ

グラムは私の想像をはるかに超えて素晴らしかった

です。また、多くの経験もしました。 

六義園で和傘のジャグリング（日本の伝統的な江戸

太神楽）、茶道、東京国立博物館（数ヶ月迷子になり

そうなくらい大きい場所！素敵なものもたくさん買

えるので、もし行ける場合はお土産用に 10 万フォリ

ントくらい用意しよう!）、自衛隊陸上情報センター、

等々。 

写真を見てもらえれば訪れた場所の素晴らしさをお

分かりいただけると思います!（省略） 

2023 年 11 月 20 日（Facebook 等）フィンランド 

ここ数日間で、教室だけでは決して学ぶことができ

ない国際安全保障と日本の役割について多く知るこ

とができました。 

陸上自衛隊広報センターや JICA 緒方研究所、領土・

主権展示館での視察、明治大学の湯淺教授のサイバ

ーセキュリティに関する講義などを通して、安全保

障と外交について、独自且つ多方面な理解を得るこ

とができました。私自身の国（フィンランド）につい

てもより深く知るきっかけとなり、世界秩序におけ

る役割についてより深く理解できるようになりまし

た。 

外交におけるソフト・パワーの重要性について、私た

ちは日本から学べるものがあると感じました。それ

こそが、私たち全員に影響を与える問題について、一

緒になって議論することを可能にするのだと思いま

す。 
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第３グループ（経済・ビジネス） 

  

2023 年 11 月 16 日（Facebook 等）スロバキア 

日本での初日は何をしたでしょう? 

石灰石を 50％以上使用し、紙やプラスチックに代わ

る LIMEX を製造する新興企業を訪問！株式会社

TBM は「私たちが望む現在と未来の架け橋」となる

ことを目指しています。わずか 12 年で、10,000 社

を超える協力企業との強固な基盤を築きました。私

たちは、このパイオニア的な持続可能なソリューシ

ョンで市場に参入する可能性を提案する専門家たち

と、大いに議論を交わしました。 

東京証券取引所の歴史と運営について学びました。

日本や他のアジア諸国では赤は繁栄の色であるた

め、株価が上昇すると赤色で表示されます。これは

我々ヨーロッパとは正反対です。 

国連大学サステイナビリティ高等研究所について講

義を受けました。1975 年以来、世界中の多くの研究

機関と協力し、次世代のための教育を提供してきま

した。 

日本、日本経済、日本文化についてできる限り学び、

日本とヨーロッパの将来の架け橋の一端を担うこと

ができる機会を得たことに心から感謝しています。

これが MIRAI プログラムの目的です。 

2023 年 11 月 22 日（Facebook 等）ポルトガル 

MIRAI プログラムが終了し、（中略）帰国した今、

話したいこと、振り返りたいことがたくさんありま

す。 

[11 月 17 日］ 

一橋大学での講義では、ゲーム理論の世界を深く掘

り下げ、戦略的なゲームに取り組みました。日本の学

生たちとも有意義な交流ができました。 

近代的な施設と豊かな歴史が融合したキャンパスを

見学するのは楽しかったです。学問を追求するのに

とても素晴らしい環境でした。 

[11 月 18 日］ 

この日、私たちは富士山への巡礼の道を知る機会が

あり、忘れられない一日になりました。 

スタートの場所は忍野八海でした。身を浄め、穏やか

な始まりになりました。澄み切った水と古くからの

伝統は、透明感と同時に畏敬の念も感じました。 

（中略） 

山梨県富士山世界遺産センターは驚きの体験でし

た。富士山の重要性を学び、VR メガネをかけて山頂

を目の当たりにし、畏敬の念を抱きました。（中略） 

富士山は文化的、精神的、そして自然のシンボルであ

り、逞しさと美しさを体現しています。その意義は国

境を越えます。 
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2023 年 11 月 16 日（LinkedIn） 

（株）TBM で刺激的な国際交流 

2023 年 11 月 30 日（Facebook）一橋大学 

経済学研究科に一般財団法人 日本国際協力センタ

ー（ JICE ）・対日理解促進交流プログラム

「MIRAI2023/2024 訪日プログラム 経済・ビジネ

ス」の留学生が来訪しました。 

 

第４グループ（科学・技術） 

  

2024 年 2 月 15 日（Instagram）スペイン 

芝浦工業大学の訪問は、充実した経験でした。地元の

学生と知り合うことができ、新しい日本人の友達も

2024 年 2 月 17 日（Facebook）ポーランド 

MIRAI 4 日目 

今日は、サイバーダインスタジオと茨城県立歴史館
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できました。（中略） 

SIT の先生方は、研究を見せてくれました。そのおか

げで、スマートグラス（Apple Vision Pro に似ている）

を試すことができ、その画質に驚きました。また、イ

ンクの物理化学反応による、自律折り紙（セルフフォ

ールディング）の研究についても学びました。私たち

のグループは、この技術をプロジェクト（学校交流プ

ログラムのグループ発表の課題）のために選びまし

た。（中略）私たちはセルフフォールディングを建築

模型に応用し、また日本の学生たちとの共同作業は

とても刺激的でした。一緒に昼食をとる機会もあり、

日本人の友人とお互いの食文化について知識を交換

しました。私は日本食や茶室について詳しく知るこ

とができたし、（後略） 

を訪れました。 

サイバーダインスタジオでは、同社が開発した様々

な種類の外骨格（装着型サイボーグ）について学びま

した。また、実際に装着し、操作することもできまし

た。外骨格の中には、力仕事を繰り返す労働者が装着

するものもあります。また、歩き方や腕の動かし方を

もう一度練習する必要がある患者の治療にも使われ

ています。また、治療には日本の保険が適用されま

す。 

茨城県立歴史館では、十二単や鎧兜を試着すること

ができました。また、江戸時代から明治時代にかけて

の茶道具など、数多くの所蔵品を見ることができま

した。 

明日の更新をお楽しみに！ 

 

第５グループ（環境・グリーン） 

 

2023 年 11 月 18 日（Facebook 等）ノルウェー 

◼ 日本の自然と文化の関わりを探る 

今日の体験は、日本の文化と自然遺産の中心に深堀りするもの

で、古代の神社や、自然と文化の象徴である富士山の訪問がハ

イライトになりました。 

◼ 古くからの神社で日本文化に浸る 

私たちの旅は、由緒ある神社を訪れることから始まりました。

それぞれの社殿や儀式は、日本の文化や伝統に対する興味深い

洞察をもたらしてくれました。 

静寂に包まれた雰囲気は、日本の精神的、歴史的な側面に深く

根ざしたものを感じるための内省的な空間を提供してくれま

した。 

◼ 富士山世界遺産センターでの学びと振り返り 

富士山世界遺産センターの視察は、私たちの理解をさらに深め

ました。センターでは、富士山がその物理的な存在を超え、文

化遺産の象徴となり、日本人の生活や意識のさまざまな側面に

影響を与えていることが紹介されていました。 

自然と文化がいかに複雑に絡み合っているか、そして社会と文

化を守るためにいかに自然保護に取り組むべきかを思い知ら

されました。 
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2023 年 11 月 18 日（Facebook）アイスランド 

環境とグリーンをテーマに今週から始まる MIRAI プログラム

に参加できて光栄です。  

大型輸送や航空といった最も困難な分野における CO2 排出量

削減のための日本政府と民間セクターの取り組みについて直

接学ぶことができ、本当に貴重な経験となりました。 

ユーグレナの最先端バイオ燃料実証プラントへの視察、早稲田

大学での学校交流、NEDO の技術関連の講義にとどまらず、日

本に滞在し、日本文化を実際に体験することがどれほど畏敬の

念を抱かせるものであったかを言葉にするのは難しいです。日

本の日常生活に根付いている美意識、哲学的価値観、敬意、清

潔さ、規律は、間違いなく私が慣れ親しむことができるもので

す。  

 

第６グループ（中央アジア・コーカサス、法の支配） 

  

2024 年 1 月 16 日（Instagram）アゼルバイジャン 

MIRAI プログラムでの講義から得た洞察をもとに、

中央アジアとコーカサス地域に対する日本のダイナ

ミックな政策について、私の考察を分かち合いたい

と思います。人材育成からグリーン政策まで、歴史と

未来の可能性を巡る旅は、実に有意義なものでした。

エネルギー法の弁護士として、この分野での協力の

可能性、特に脱炭素技術への取り組みはインスピレ

ーションを与えてくれます。学び、意見交換に参加す

る機会を与えていただいたことに感謝しています。 

2024 年 1 月 20 日（Facebook）タジキスタン 

MIRAI プログラムに参加したことで、私は日本文化

と法の支配を垣間見ることが出来ました。この経験

は私の心に深く刻まれ、伝統、規律、公正、正義、個

人的責任、謙虚さ、忍耐、調和に対する理解を深めま

した。私はこれからもこれらの価値観を大切にして

いきたいと思います。 
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第７グループ（オンライン；文化・地方発見） 

 

 

2023 年 10 月 7 日（Facebook）ブルガリア 

こんにちは、みなさん。 

JICE の「MIRAI」プログラムへの参加が決定した

ことをご報告させていただきます！これは、異な

る地域からの異なる背景を持つ若者達を結びつけ

る、他にはない経験となります。 

今日はその第一日目が開催され、70 年代から日本

に在住の英国人で作家兼ナレーターであるステュ

ウット・ヴァーナム-アトキンさんの講義や、他の

参加者との顔合わせがありました。ステュウット・

ヴァーナム-アットキンさんの日本文化に関する

講義はとても面白かったです。 彼の知見を通し

て、私はこの魅力的な国の豊かな遺産と伝統をさ

らに深く探究することができました。プログラム

において私が学んだことのすべてを、できる限り

皆さんと共有していきたいと思っていますので、

楽しみにしていてください！ 

2023 年 10 月 7 日（Facebook）スウェーデン 

MIRAI の訪日プログラムが始まりました。今日

は、私のグループと、今年度の他のプログラム参

加者に会う機会にも恵まれました。参加仲間との

出会いとは別に、今日のハイライトは、70 年代か

ら日本に住み、日本研究者で多数の著作を持つス

テュウット・ヴァーナム-アットキンさんの講義で

した。（中略）「日本の古いものと新しいものの継

続性」というアットキンさんの描写がとても印象

に残りました。海外からの影響や伝統の変化は

多々ありますが、歌舞伎や文学では、日本文化の

要素が多くの点で伝統として見事に受け継がれて

いるそうです。例えば、アットキンさんは、不気味

なほどに似ている歌舞伎の古いポスターと新しい

ポスターを比較して見せてくれました。（中略）彼

はまた、根付（動物や他の生き物を形作られた着

物用のアクセサリー）や美しい印鑑（日本におい

て正式な文書に押される印）など日本でのコレク

ションアイテムをいかに集めるかについて多くの

アイデアを提供してくださいました。また、ウサ

ギ年生まれの人は、長寿、平和、希望と結びついて

いることも学びました。次回のプログラムを楽し

みにし、日本について学ぶことができるすべての

ことに感謝しています。 
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2023 年 10 月 16 日（LinkedIn）スペイン 

今日は MIRAI プロジェクトの一環として、静岡

県へバーチャルツアーを体験しました。今日の講

義は、東アジア文化都市 2023 としての静岡県に

焦点を当てたものでした。 文化プロジェクトの推

進について深く知ることができ、さらに日本文化

自体の細かい部分についても知ることができ、非

常に興味深いものでした。 午前中、私たちは文化

を促進し、収益を上げるために文化イベントをマ

ネージメントした成功事例の戦略とガイドライン

を多く学ぶことができました。 

静岡県理事の渋谷浩史氏は、社会のつながりや、

芸術、さまざまな伝統を守り生み出すために、文

化活動をどのように発展させ、マネージメント方

法の考察を示してくれました。（中略） 

文化マネージメントの運営とは別に、非常に多く

の日本らしい緻密さがあることに気づきました。

まず、持続可能性は日本人が高い関心を持つ重要

な課題であり、日本政府が実施する戦略と一致し

ています。 

さらに、静岡県庁の講義では、日本社会だけでな

く東アジア全体で推進する「平和と幸福」の重要

性を述べていました。 （中略） 

最後になりましたが、（静岡の街路から見えた）日

本人の富士山に対する思いや考え方に驚きまし

2023 年 10 月 18 日（Facebook）スウェーデン 

今日の MIRAI プログラムは北海道の小樽市まで

移動して行われました。小樽という市名はアイヌ

語の『オタルナイ』（砂浜）という言葉が由来で、

現在では、ガラスの街として有名だそうです。ド

ローンを使って小樽の美しい沿岸を上空から一望

するところから始まりました。海の傍で、トドや

ペンギンが隣り合わせになって飼育されている水

族館もありました。海岸線はとてもロマンチック

で、その光景は小樽市の中心部を流れる運河へと

続いていました。港湾都市として、国際貿易で栄

えたという歴史がよく分かりました。ガラスショ

ップはどこも手作りの繊細なガラス製品でいっぱ

いでしたし、角を曲がればすぐにお菓子屋や食べ

物の店がありました。また、毎年恒例の小樽雪あ

かりでは、市内の各所にたくさんの雪像が作られ、

それらがライトアップされるのです。将来、実際

に小樽を訪ねるのが楽しみです! 
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た。（中略）日本人は富士山を自然的要素より、神

聖な場所とした文化的要素があると考えていま

す。 富士山を取り巻く人々、そして日本の文化と

芸術の発展に強い影響を与えているからです。 

 

2023 年 10 月 19 日（Facebook）アーツカウンシ

ルしずおか 

対日理解促進交流プログラム MIRAI2023 のオン

ライン・ビジティング・ツアーにてお話させてい

ただきました。（中略）静岡県庁の渋谷理事からの

東アジア文化都市に関するプレゼンテーションの

後に、アーツカウンシルしずおかの考える文化・

芸術を地域振興に結び付ける考え方や取組につい

て話させていただきました。 

また「UNMANNED 無人駅の芸術祭」と「しゃぎ

り」の活動を映像と併せて、クロスメディアしま

だの大石さん、兒玉さん、しゃぎりフェスティバ

ル実行委員会の福田さん、榎本さんにご担当いた

だきました。お忙しい中、ご対応いただきありが

とうございました。 

参加者からは「富士山のオーバーツーリズムにど

う対応しているか？」、「それぞれの活動は県外含

めその他の地域にも応用できるものか？」、「活動

に参加したい場合は?」など、踏み込んだ質問もあ

り、理解力の高さが感じられました。また、英語で

交わされるチャット欄に「Akiya」という単語が当

たり前のように出てきており、我々もパイロット

事業のひとつとして取り組んでいる空き家活用が

見通す先はもっと広がりがあるのかもしれないと

いう気づきもありました。 

（後略） 

 

プログラム参加中の様子や参加者の声は SNSを通して広く発信されています。 

X(旧 Twitter), Instagram, Facebook ハッシュタグ：#MIRAI2023 #SharemyMIRAI 

 


